
 

船舶事故等調査報告書 

平成２１年１０月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第９７号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年３月１６日 ２３時１３分ごろ 

発生場所 愛媛県高井神島西方沖 高井神島灯台から真方位２６０°２,２５０ｍ付近

（概位 北緯３４°１１.４′ 東経１３３°１４.４′） 

事故等調査の経過  平成２１年７月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 せどろす、６,１２６トン 

   １４０３０８、商船三井内航株式会社 

Ｂ 貨物船 第三十五住
すみ

若
わか

丸、４９９トン 

１２９９２９、坂崎海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長 二級海技士（航海） 

Ｂ 船長 五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷側船尾部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷側船首部船尾部にかけて擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか９人が乗り組み、備後灘を和歌山港に向けて速力約１

２.４ノット（kn）で推薦航路線に沿って北東進中、また、Ｂ船は、船長ほ

か４人が乗り組み、備後灘を阪神港に向けて速力約１０.５kn で推薦航路

線に沿って北東進中、平成２１年３月１６日２３時１３分ごろ、Ａ船の左

舷側船尾とＢ船の右舷側船尾がほぼ平行に衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風速 約３.５m/s、視界 良好 

海象：平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は、左転してＢ船の前路に進出した可能性

があると考えられる。 

Ｂ船は、Ａ船が自船の前路に向かって急に左転

したため、衝突を避けるための動作をとることが

できなかった可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、備後灘において、Ａ船及びＢ船がそれぞれ北東進中、

Ａ船がＢ船の前路に向けて左転し、また、Ｂ船が、左転してきたＡ船を避

けるための動作がとれなかったため、両船が衝突したことにより発生した

可能性があると考えられる。 

 




